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 秋田県信用組合（理事長 北林 貞男）は、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務

局が選定する、2019年度地方創生に資する金融機関等の『特徴的な取組事例』に選定され

ましたのでお知らせいたします。当組合では、2016年度「『秋田どじょう』特産化のため

のどじょう養殖事業への支援」、2017年度「小さな起業の芽を大きく育て『儲かる農業』

の実現へ～にんにく栽培で地域に力を～」に続いて 3度目の表彰となります。 

 本事例は、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局が、金融機関等の地方創生に資

する取組のうち、地方公共団体と連携している事例や先駆性のある事例を選定し、公表し

ているものです。 

 当組合では、今後も地方創生を通じた地域課題の解決に取り組み、地域の発展に貢献し

て参ります。 

 

【取組内容】 

「小水力発電事業による地域経済の活性化に向けた取組」 

秋田県内で小水力発電システムの開発を行う地元ベンチャー企業の育成支援を行い、地

域における再生可能エネルギーの普及を通じて地域経済の活性化を目指します。 

 当組合では、融資（商工組合中央金庫、日本政策金融公庫と連携して支援）や投資ファ

ンドを活用した金融面でのサポートに加え、独自のネットワークを活かした営業支援や産

学金官の連携構築に寄与する等、多方面の支援を行っています。 

 

【ご参考】内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局ホームページ 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/kinyu/jirei.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

秋田県信用組合 経営支援部 坂上・鈴木 

TEL：018-831-3551 FAX：018-833-2400 

E-mail：keiei@akita-kenshin.jp 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/kinyu/jirei.html


 


